
【

報

告

】

垂
水
島
津
家
墓
地
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

昨
年
の
十
月
四
日

（
金
）
、
垂
水
史
談
会
で

は
早
朝
六
時
か
ら
伊
集

院
会
長
以
下
十
二
名
に

よ
り
、
恒
例
の
垂
水
島

津
家
墓
地
の
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。
約
一
時
間
後
に
は

驚
く
よ
う
に
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

去
る
五
月
二
〇
日
に

は
垂
水
麓
が
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

多
く
の
歴
史
愛
好
家
や

旅
行
者
が
垂
水
を
訪
れ

て
、
麓
集
落
の
縄
張
り
・

残
さ
れ
て
い
る
武
家
門

な
ど
と
と
も
に
垂
水
島

津
家
墓
地
を
周
遊
し
つ
つ
、
深
い
垂
水
の
歴
史
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―

町
田
洋
一
前
会
長

令
和
元
年
度

鹿
児
島
県
文
化
財
功
労
者
と
し
て
表
彰

昨
年
十
一
月
十

一
日
、
県
庁
に
於
て

令
和
元
年
度
の
鹿

児
島
県
文
化
財
功

労
者
と
し
て
、
垂

水
史
談
会
の
前
会

長
・
町
田
洋
一
氏
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

垂
水
市
史
上
巻

の
改
訂
版
、
垂
水

市
史
料
集
の
編
纂

事
業
に
従
事
さ
れ

る
な
ど
、
二
十
五

年
以
上
に
わ
た
る

郷
土
史
研
究
や
お
長
屋
の
県
文
化
財
指
定
等
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

今
後
と
も
垂
水
史
談
会
の
生
き
字
引
と
し
て
、
後
進
を
導
い
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【

研
究
ノ
ー
ト

】

ぐ
ん
い
っ

軍
一
ど
ん
の
映
画
館
（
柊
原
・

し
も下

）

篠
原
和
義

六
十
年
近
い
昔
、
六
〇
年
頃
の
話
だ
。
私
は
柊
原

か
み上

の
出
だ
か
ら
、
い
つ

ま
で
あ
っ
た
の
か
知
ら
な
い
。
思
い
出
し
た
の
は
、
映
画
『
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ

マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
を
見
た
時
だ
っ
た
。
四
〇
年
代
の
シ
チ
リ
ア
島
の
映
画

館
の
猥
雑
な
雰
囲
気
に
懐
か
し
さ
が
一
度
に
込
み
上
げ
て
き
た
。
あ
あ
、
こ

れ
は

し
も下

の
方
に
あ
っ
た
映
画
館
に
そ
っ
く
り
だ
。
シ
チ
リ
ア
と
柊
原
（
く
ぬ

っ
ば
い
）
、
映
画
の
観
方
は
同
じ
だ
。

外
観
は
も
う
忘
れ
た
け
れ
ど
、
中
は
地
べ
た
の
土
間
で
、
四
人
ぐ
ら
い
が

座
る
と
引
っ
く
り
返
り
そ
う
な
平
板
の
椅
子
が
並
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
裸

足
や
正
月
下
駄
、
新
品
の
ズ
ッ
ク
が
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
部
を
走
り
回
り
、
早

く
始
め
て
く
れ
と
い
う
指
笛
も
混
じ
り
、
喧
噪
の
渦
だ
っ
た
覚
え
が
あ
る
。

始
ま
っ
た
は
始
ま
っ
た
で
フ
ィ
ル
ム
が
す
ぐ
切
れ
て
、
ま
た
大
き
な
溜
息
が

起
き
る
の
だ
。
も
う
各
地
で
何
回
も
回
さ
れ
て
傷
み
も
ひ
ど
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
あ
ま
り
長
く
待
た
さ
れ
る
と
誰
か
の
奇
声
と
指
笛
が
ま
た
起
き
る
。

横
側
の
板
壁
戸
の
下
の
隙
間
か
ら
、
始
ま
る
寸
前
に
無
賃
で
潜
り
込
ん
で

【

お
知
ら
せ

】
―

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

―

毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
六
時
半
か
ら
、
垂
水
市
民
館
で
垂
水
の
郷
土

史
や
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
、
定
例
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
垂
水
市
史
』
の
読
み
合
わ
せ
が
基
本
で
す
が
、
資
料
を
持
ち
寄
っ

て
の
勉
強
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
残
る
文
化
財
や
史
跡
め

ぐ
り
な
ど
、
現
地
研
修
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

入
っ
て
く
る
中
学
生
も
い
た
。
毎
回
一
本
目
は
大
好
き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
、

タ
イ
ト
ル
が
映
し
出
さ
れ
る
や
否
や
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
お
う
お
う

と
声
上
げ
て
見
入
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。
上
映
中
は
こ
こ
ぞ
と
い
う
場
面
で

は
遠
慮
な
く
勝
手
に
声
を
上
げ
る
子
も
多
く
、
現
在
の
よ
う
に
み
な
黙
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
映
画
『
モ
ス
ラ
』
や
『
ラ
ド
ン
』
の
卵
が
か
え
る
場
面

で
は
静
か
に
息
を
ひ
そ
め
、
赤
胴
鈴
之
助
の
真
空
切
り
で
は
大
歓
声
。
続
け

て
主
題
歌
の
合
唱
だ
。
学
校
で
は
声
が
小
さ
い
と
い
つ
も
担
任
に
言
わ
れ
て

い
る
の
に
。
中
休
み
に
な
る
と
、
大
友
柳
太
郎
の
丹
下
左
膳
や
怪
傑
黒
頭
巾

の
真
似
を
し
て
、
片
目
を
つ
ぶ
り
片
袖
を
ぶ
ら
下
げ
た
り
、
風
呂
敷
に
棒
を

入
れ
て
頭
に
か
ぶ
せ
た
り
し
て
土
間
や
外
を
歩
き
回
っ
て
い
た
。

立
看
板
は
道
路
の
海
側
に
あ
り
、
下
の
方
に
は
道
路
の
泥
が
い
っ
ぱ
い
撥

ね
て
い
た
。
唯
一
の
記
憶
に
あ
る
の
は
、
夜
間
映
画
『
秋
刀
魚
の
味
』
の
大

ポ
ス
タ
ー
だ
。
振
り
仮
名
を
見
て
、
あ
あ
こ
れ
は
「
さ
ん
ま
」
と
読
む
の
だ

と
知
っ
た
。
描
か
れ
て
い
た
立
ち
姿
の
女
優
さ
ん
は
岩
下
志
麻
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
調
べ
て
み
る
と
六
二
年
の
作
だ
か
ら
私
は
当
時
小
学
五
年

だ
。
こ
れ
が
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
小
津
安
二
郎
の
作
品
は
好

き
だ
。

連
れ
だ
っ
て
映
画
館
に
出
か
け
て
い
た
二
歳
下
の
弟
と
思
い
出
を
語
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

「
か
っ
ど
し
ゃ
し
ん
に
行
っ
と
か
、
と
言
わ
れ
、
ば
っ
ば
ん
（
祖
母
）
か

ら
小
銭
を
も
ら
っ
て
い
た
よ
ね
。
」
「
正
月
料
金
と
い
う
の
が
あ
っ
た
な
あ
。
」

「
あ
ん
時
は
、
正
月
料
金
だ
か
ら
三
十
五
円
と
言
わ
れ
て
中
に
入
れ
ん
か
っ

た
な
。
本
当
に
見
た
か
っ
た
の
に
。
」
外
に
漏
れ
て
い
る
音
を
聞
き
な
が
ら
板

塀
の
節
穴
か
ら
覗
い
て
み
た
ら
、
赤
胴
鈴
之
助
が
見
え
た
そ
う
だ
。
館
ま
で

は
子
供
の
足
で
四
十
分
ぐ
ら
い
か
か
る
距
離
だ
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
近
く

の
十
円
店
で
す
る
め
を
買
っ
て
帰
っ
た
と
い
う
の
が
弟
の
記
憶
だ
。

何
度
も
観
る
大
好
き
な
映
画
の
一
つ
に
『
ミ
ツ
バ
チ
の
さ
さ
や
き
』（
ス
ペ

イ
ン
・
エ
リ
セ
監
督
、
八
五
年
日
本
公
開
）
が
あ
る
。
内
乱
を
背
景
に
し
て

い
る
が
、
つ
ぶ
ら
な
瞳
が
忘
れ
難
い
少
女
ア
ン
ナ
が
印
象
的
な
名
作
で
あ
る
。

巡
回
映
画
の
車
が
村
に
到
着
す
る
冒
頭
の
シ
ー
ン
を
見
る
度
に
感
激
せ
ざ
る

を
得
な
い
。「
映
画
だ
、
映
画
が
来
た
よ
。
」
と
大
喜
び
す
る
子
ど
も
た
ち
。「
世

界
傑
作
の
映
画
、
観
て
の
お
楽
し
み
。
」
と
語
る
興
行
主
。
私
た
ち
も
ま
だ
か



ま
だ
か
と
、
フ
ィ
ル
ム
を
荷
台
に
乗
せ
た
自
転
車
を
道
路
に
出
て
待
っ
て
い

た
も
の
だ
っ
た
。
定
刻
通
り
に
上
映
が
始
ま
っ
た
例
し
が
な
い
の
だ
。
垂
水

の
本
町
か
ら
ギ
ー
コ
ギ
ー
コ
と
自
転
車
を
こ
い
で
来
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

野
山
や
浜
で
遊
ぶ
以
外
は
何
も
な
い
田
舎
に
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
学
校

図
書
館
や
月
一
回
の
映
画
教
室
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
館
は
楽
し
み
だ
っ
た
。
四

〇
年
代
の
ス
ペ
イ
ン
の
少
女
ア
ン
ナ
が
映
画
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』

を
見
て
、
現
実
と
映
像
の
間
を
さ
迷
っ
た
よ
う
に
、
私
も
暗
闇
の
中
で
貧
し

い
現
実
か
ら
し
ば
し
遊
離
し
て
、
未
知
の
世
界
へ
の
憧
れ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
た
の
に
違
い
な
い
。

懐
か
し
い
「

ぐ
ん
い
っ

軍
一
ど
ん
の
映
画
館
」
に
感
謝
で
あ
る
。

（
鹿
児
島
市
在
住
、
柊
原
出
身
：
し
の
は
ら

か
ず
よ
し
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

垂
水
空
襲
の
焼
夷
弾
か

昨
年
の
十
二
月
末
、
垂
水
市
中
央
町
で
住
宅
解
体
中
に
地
中
か
ら
戦
時
中

の
焼
夷
弾
と
思
し
き
も

の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

約
五
〇
セ
ン
チ
く
ら
い

の
六
角
形
で
錆
び
つ
い

て
い
ま
し
た
。
焼
夷
弾

は
爆
弾
と
は
異
な
り
爆

発
の
危
険
は
な
く
、
中

に
入
っ
て
い
る
焼
夷
剤

が
燃
焼
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
攻
撃
目
標
を
火
災

に
追
い
込
む
兵
器
で
す
。

垂
水
市
史
料
集
な
ど

の
記
録
に
よ
る
と
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
八
月
五
日
に
垂
水
市
内
中

央
部
や
柊
原
、
新
城
地
区
が
米
軍
機
に
よ
る
空
襲
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の

時
に
夥
し
い
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
焼
け
野
原
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
焼
夷

弾
は
そ
の
時
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

〖
日
清
戦
争
の
記
録
〗

忠
魂
碑
（
日
清
戦
争
記
念
碑
）
①

―
鹿
児
島
神
社
（
俗
に
下
宮
神
社
）
内
―

（
背
面
）

抑
垂
水
村
在

①麑
城
東
南
對
岸
拾

②
海
里
餘
往
時
藩
主
之

③
支
裔
嶋
津

家
所
領
戸
口
繁
衍
爲
壱
萬
五
千
餘
巨
邑

④明
治
貮
拾
七
八
年
之
役

村
人
從
軍
者
甚
多
矣
而
能
敵
王
愾
忠
奮
義
發
挺
身
於
砲
煙
彈
雨

之
間
連
戰
奏
殊
勲
于
異
域
終
伏
于
劔
或
斃
于
病
垂
芳
名
于
竹
帛

而
克
盡
護
国
之
重
任
者
實
爲
左
之

⑤七
士
矣
嗚
呼
此
壯
烈
炳
々
可

照
千
古
者
蓋
非
無
所
職
由
也

【
注
】

1

鹿
児
島
本
府
、
今
の
鹿
児
島
市
。
②
一
海
里
は
約
一
八
五
二
ｍ
。
③
第
九
主
島
津
貴

久
の
弟
・
忠
将
は
垂
水
島
津
家
の
初
代
領
主
。
④
一
八
九
四
年
に
起
こ
っ
た
日
清
戦

争
。
⑤
日
清
戦
争
の
垂
水
村
の
戦
没
者
。
即
ち
、
海
軍
水
兵
・
關
屋
四
之
介
、
陸
軍

歩
兵
・
児
玉
藤
七
郎
、
添
田
喜
之
助
、
平
田
岩
吉
、
高
野
助
二
、
葛
迫
作
之
助
、
陸

軍
砲
兵
・
久
保
畩
次
郎
の
七
人
の
戦
死
者
。（
垂
水
市
史
よ
り
）

【
読
み
下
し
】

抑
（
そ
も
そ
）
も
垂
水
村
は
麑
城
（
げ
い
じ
ょ
う
）
の
東
南
対
岸
、
十
海
里
余
に
在
り
。

往
時
（
お
う
じ
）
、
藩
主
の
支
裔
（
し
え
い
）
・
嶋
津
家
の
領
す
る
所
な
り
。
戸
口
繁
衍
（
は

ん
え
ん
）
し
、
一
万
五
千
余
の
巨
邑
（
き
ょ
ゆ
う
）
為
（
た
）
り
。
明
治
二
十
七
、
八
年

の
役
に
、
村
人
の
従
軍
す
る
者
、
甚
（
は
な
は
）
だ
多
し
。
而
し
て
能
（
よ
）
く
王
の
愾

（
い
か
）
り
に
敵
（
あ
た
）
り
、
忠
奮
・
義
発
、
身
を
砲
煙
弾
雨
の
間
に
挺
（
て
い
）
し
、

連
戦
、
異
域
（
い
い
き
）
に
殊
勲
を
奏
す
る
も
終
（
つ
ひ
）
に
剱
（
つ
る
ぎ
）
に
伏
し
、

或
（
あ
る
）
ひ
は
病
に
斃
（
た
お
）
る
。
芳
名
（
ほ
う
め
い
）
を
竹
帛
（
ち
く
は
く
）
に

垂
れ
て
、
克
（
よ
）
く
護
国
の
重
任
を
尽
く
す
者
は
実
に
左
の
七
士
為
り
。
嗚
呼
（
あ
あ
）
、

此
の
壮
烈
炳
々
（
そ
う
れ
つ
へ
い
へ
い
）
、
千
古
に
照
ら
す
べ
き
者
は
、
蓋
（
け
だ
）
し

職
（
も
っ
ぱ
）
ら
由
（
よ
）
る
所
無
き
に
非
（
あ
ら
）
ざ
る
な
り
。

【
口
語
訳
】

そ
も
そ
も
垂
水
の
村
は
鹿
児
島
本
府
の
東
南
対
岸
、
十
海
里
余
（
約
１
９

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
む
か
し
藩
主
・
島
津
貴
久
の
弟
・
忠

将
の
子
孫
で
あ
る
島
津
家
の
所
領
で
、
戸
口
は
一
万
５
千
余
の
多
き
に
至
る

大
き
な
村
で
あ
る
。

明
治
二
七
～
二
八
年
（
一
八
九
四
～
一
八
九
五
）
の
戦
役
（
日
清
戦
争
）

で
は
、
垂
水
か
ら
大
変
多
く
の
村
人
が
従
軍
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
よ
く

（
明
治
）
天
皇
の
（
清
国
に
対
す
る
）
怒
り
に
応
え
て
忠
義
心
を
以
て
奮
起

し
、
そ
の
身
を
砲
煙
弾
雨
の
間
に
挺
し
つ
つ
連
戦
し
、
国
外
（
朝
鮮
半
島
や

中
国
）
に
お
い
て
上
げ
た
殊
勲
の
手
柄
を
天
皇
に
奏
上
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
そ
し
て
兵
士
は
）
つ
い
に
、
或
い
は
戦
場
で
死
し
、
或
い
は
病
気
に
斃
れ

た
も
の
も
あ
る
。
誉
れ
高
い
名
前
を
記
録
さ
れ
、
ま
た
立
派
に
護
国
の
重
責

に
尽
力
し
た
も
の
は
、
実
に
左
に
掲
げ
る
七
人
の
勇
士
で
あ
る
。

あ
あ
、
こ
の
壮
烈
で
輝
か
し
く
、
末
永
く
光
を
当
て
て
顕
彰
す
べ
き
も
の

は
、
思
え
ば
理
由
が
な
い
訳
で
は
な
い
の
だ
。

―
（
以
下
次
号
）
―

（
読
み
下
し
等
：
上
園
正
人
、
瀬
角
龍
平
）

―
た
る
み
ず
春
秋
―

父
と
子
の
水
切
り
遊
び
春
立
つ
日

野
間
妙
子

広
い
河
口
か
暖
か
い
浜
辺
か
も
し
れ
な
い
、
父
子
で
水
切
り
を
し
て
遊
ん

で
い
る
の
だ
。
水
辺
で
拾
っ
た
小
石
を
く
り
返
し
投
げ
て
、
水
切
り
の
数
を

競
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
遊
び
に
一
緒
に
打
ち
興
じ
て
く
れ
る

時
間
は
い
つ
ま
で
で
し
ょ
う
か
。

立
春
と
い
う
語
は
春
の
明
る
さ
と
、
い
つ
か
は
来
る
親
離
れ
の
哀
し
み
ま

で
併
せ
て
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

（
文
章
：
瀬
角
龍
平
）


